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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和1年10月31日(2019.10.31)

【公表番号】特表2016-530049(P2016-530049A)
【公表日】平成28年9月29日(2016.9.29)
【年通号数】公開・登録公報2016-057
【出願番号】特願2016-542419(P2016-542419)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   5/0245   (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   5/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   5/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ    5/02     ７１１Ｚ
   Ａ６１Ｂ    5/00     １０１Ｒ
   Ａ６１Ｂ    5/08     　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】令和1年8月23日(2019.8.23)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２０】
　センサユニット２０２は、また、生の（ｒａｗ）入力電気信号を操作してさらなる処理
のための次の段階の要求を満たすようにする信号調整ユニット２０８も含んでいてもよい
。信号調整は、例えば、センサ入力信号を分離し、フィルタリングし、増幅し、他の制御
デバイスまたは制御システムに送られてもよい比例出力信号に変換することを含んでいて
もよい。信号調整ユニット２０８は、また、信号について、合計、積分、パルス幅変調、
線形化およびその他の数学的演算等の計算関数も行ってもよい。信号調整ユニット２０８
が代替的に制御ユニット２０４に含まれていてもよい。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３５】
　図３は、図２のセンサユニット２０２と制御ユニット２０４とを含む、心臓のモニタリ
ングシステム２００の機能的構成を示す。センサユニットは、モニタリング対象の胸部に
装着されており、胸部の一時的な角運動ＡＭｃｈｅｓｔに曝され、対応する運動ａｍ（ｔ
）を受ける。角運動ａｍ（ｔ）に応答して、センサユニットは、角度心弾動信号Ｓａｍを
生成して、それを制御ユニットに送る。制御ユニットは、１以上のデータ処理関数Ｆ１、
Ｆ２、Ｆ３を含み、これら各々が角度心弾動信号Ｓａｍの値と、対象の心臓のオペレーシ
ョンパラメータを示す出力パラメータｐ１、ｐ２、ｐ３の値との間の、対応付けの規則を
定義する。制御ユニットは、これらの出力パラメータｐ１、ｐ２、ｐ３の１以上を後で処
理するために局所データ保存部に保存し、１以上の媒体形式におけるこれら出力パラメー
タの１以上を制御ユニットのユーザーインターフェースを通じて出力してもよく、または
これらの１以上をさらなる処理のために遠隔ノードに送信してもよい。
【誤訳訂正３】
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【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　心臓モニタリングシステムであって、前記心臓モニタリングシステムが、
　コリオリ効果を利用するジャイロスコープであって、対象の胸部の外側に非侵襲的に装
着され、かつ、その位置において前記対象の前記胸部の回転反跳運動を示す角度心弾動信
号を取得するように構成されている前記ジャイロスコープを有することを特徴とし、前記
回転反跳運動が、前記対象の心拍周期における前記対象の心臓の回転に応答して起こり、
　信号処理手段であって、前記角度心弾動信号から前記対象の前記心拍周期の間における
、前記心臓の半径方向の配向における位置、前記心臓の角速度または前記心臓の角加速度
を示す出力パラメータの測定値を生成するように構成されている前記信号処理手段を有す
ることを特徴とする
心臓モニタリングシステム。
【請求項２】
　センサユニットであって、前記ジャイロスコープを有する前記センサユニットと、
　制御ユニットであって、前記センサユニットに連結されて前記角度心弾動信号を受け取
る前記制御ユニットと
を含むことを特徴とする請求項１に記載の心臓モニタリングシステム。
【請求項３】
　前記制御ユニットが、前記センサユニットに通信的に連結されて前記角度心弾動信号を
受け取るものである
ことを特徴とする請求項２に記載の心臓モニタリングシステム。
【請求項４】
　前記ジャイロスコープが、回転軸に平行な検知方向における回転運動を検知するように
構成されており、
　前記センサユニットの前記検知方向が、前記対象の身体の対称面に位置合わせされるよ
うに構成されている
ことを特徴とする請求項２または３に記載の心臓モニタリングシステム。
【請求項５】
　前記対象が、人であり、かつ前記対称面が前記人の対象の矢状面である
ことを特徴とする請求項４に記載の心臓モニタリングシステム。
【請求項６】
　前記システムが、モバイルコンピューティングデバイスである
ことを特徴とする請求項１～５のいずれか一項に記載の心臓モニタリングシステム。
【請求項７】
　前記システムが、前記制御ユニットに通信的に連結されている遠隔ノードを含む
ことを特徴とする請求項２～６のいずれか一項に記載の心臓モニタリングシステム。
【請求項８】
　前記信号処理手段が、前記角度心弾動信号から、前記対象の前記心臓の心拍間隔時間ま
たは心拍数を表す測定値を生成するように構成されている
ことを特徴とする請求項１～７のいずれか一項に記載の心臓モニタリングシステム。
【請求項９】
　前記信号処理手段が、前記角度心弾動信号から、前記対象の前記心臓の大動脈の閉口ま
たは大動脈の開口を表す測定値を生成するように構成されている
ことを特徴とする請求項１～７のいずれか一項に記載の心臓モニタリングシステム。
【請求項１０】
　前記信号処理手段が、前記角度心弾動信号から、前記対象の他の生体の働きを表す測定
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値を生成するように構成されている
ことを特徴とする請求項１～７のいずれか一項に記載の心臓モニタリングシステム。
【請求項１１】
　前記生体の働きが呼吸である
ことを特徴とする請求項１０に記載の心臓モニタリングシステム。
【請求項１２】
　前記制御ユニットが、対象の角度心弾動信号または前記対象の前記角度心弾動信号から
生成した測定値を局所または遠隔のデータベースに保存するように構成されている
ことを特徴とする請求項２～５のいずれか一項に記載の心臓モニタリングシステム。
【請求項１３】
　前記制御ユニットが、新しい測定値と選択した保存情報とを比較し、かつ前記保存情報
からの新しい値のズレが予め定義された閾値を超える場合は、警告を作成するように構成
されている
ことを特徴とする請求項１２に記載の心臓モニタリングシステム。
【請求項１４】
　前記信号処理手段が、
　前記角度心弾動信号の振幅変動を決定し、
　前記角度心弾動信号の前記決定した振幅変動から、出力パラメータの測定値を生成する
ように構成されている
ことを特徴とする請求項１に記載の心臓モニタリングシステム。
【請求項１５】
　前記信号処理手段が、前記角度心弾動信号上の前記心拍数について繰り返す波形パター
ンから前記振幅変動を決定して、前記振幅変動が前記振幅の２以上の増加および前記振幅
の２以上の減少を含むように構成されている
ことを特徴とする請求項１４に記載の心臓モニタリングシステム。
【請求項１６】
　前記信号処理手段が、前記角度心弾動信号上の前記心拍数について繰り返す大動脈の開
口（ＡＯ）波形パターンから前記振幅変動を決定するように構成されている
ことを特徴とする請求項１５に記載の心臓モニタリングシステム。
【請求項１７】
　前記信号処理手段が、
　心臓の活動に関係する電磁現象を示す信号から、心拍数について繰り返す第１の波形パ
ターンを抽出し、
　前記角度心弾動信号から、前記心拍数について繰り返す第２の波形パターンを抽出し、
　タイミングデータであって、その値が１心拍期間に属する前記第１の波形パターンの基
準点から、同じ前記心拍期間に属する前記第２の波形パターンの基準点までの期間を示し
ている、前記タイミングデータを形成し、
　前記タイミングデータを使用して出力パラメータの測定値を生成する
ように構成されていることを特徴とする請求項１に記載の心臓モニタリングシステム。
【請求項１８】
　前記信号処理手段が、
　前記タイミングデータと前記心拍数を示すペーシングデータとの間の相関関係を決定し
、
　前記相関関係を使用して、出力パラメータの測定値を生成する
ように構成されていることを特徴とする請求項１７に記載の心臓モニタリングシステム。
【請求項１９】
　前記信号処理手段が、
　連続する心拍期間の間の前記タイミング値における確率的変動を決定し、
　前記確率的変動を使用して、出力パラメータの測定値を生成する
ように構成されていることを特徴とする請求項１７に記載の心臓モニタリングシステム。
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【請求項２０】
　前記信号処理手段が、前記出力パラメータを使用して前記対象の異常な心臓の働きを示
す
ように構成されていることを特徴とする請求項１４～１９のいずれか一項に記載の心臓モ
ニタリングシステム。
【請求項２１】
　前記心臓の異常な働きが、心房性期外収縮または心房細動に起因する
ことを特徴とする請求項２０に記載の心臓モニタリングシステム。
【請求項２２】
　前記センサユニットが、前記対象の胴体上部の胸の部分に配置されるように構成されて
いる
ことを特徴とする請求項２～５、１２および１３のいずれか一項に記載の心臓モニタリン
グシステム。
【請求項２３】
　前記センサユニットが、前記対象の胴体上部の裏側の部分に配置されるように構成され
ている
ことを特徴とする請求項２～５、１２および１３のいずれか一項に記載の心臓モニタリン
グシステム。
【請求項２４】
　対象の心臓をモニタリングするための方法であって、前記方法が、
　前記対象の胸部の外側の位置に、コリオリ効果を利用するジャイロスコープを非侵襲的
に装着することを有し、
　その位置において、前記対象の前記心臓の回転に応答する、前記対象の前記胸部の回転
反跳運動を示す角度心弾動信号を取得することを有し、前記回転反跳運動が、前記対象の
心拍周期における前記対象の心臓の回転に応答して起こり、
　前記角度心弾動信号から、前記対象の前記心拍周期の間における、前記心臓の半径方向
の配向における位置、前記心臓の角速度または前記心臓の角加速度を示す出力パラメータ
の測定値を生成することを有する
方法。
【請求項２５】
　前記角度心弾動信号を前記センサユニットに通信的に接続された制御ユニットに送るこ
と
を含む請求項２４に記載の方法。
【請求項２６】
　回転軸に平行な検知方向において、回転運動を検知することと、
　前記検知方向を前記対象の身体の対称面に位置合わせすることと
を含む請求項２４または２５に記載の方法。
【請求項２７】
　前記対象が人であり、かつ前記対称面が前記人の対象の矢状面である
ことを特徴とする請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　前記測定値を前記制御ユニットに通信的に連結された遠隔ノードに送ること
を含む請求項２５～２７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項２９】
　前記角度心弾動信号から、前記対象の前記心臓の心拍間隔時間または心拍数を表す測定
値を生成すること
を特徴とする請求項２４～２８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３０】
　前記角度心弾動信号から、前記対象の前記心臓の大動脈の閉口または大動脈の開口を表
す測定値を生成すること
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を特徴とする請求項２４～２８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３１】
　前記角度心弾動信号から、前記対象の他の生体の働きを表す測定値を生成すること
を特徴とする請求項２４～２８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３２】
　前記生体の働きが呼吸である
ことを特徴とする請求項３１に記載の方法。
【請求項３３】
　対象の角度心弾動信号または前記対象の前記角度心弾動信号から生成した測定値を局所
または遠隔のデータベースに保存すること
を特徴とする請求項２４～３２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項３４】
　新しい測定値と選択した保存情報とを比較することと、前記保存情報からの新しい値の
ズレが予め定義された閾値を超える場合は、警告を作成することと
を特徴とする請求項３３に記載の方法。
【請求項３５】
　前記角度心弾動信号の振幅変動を決定することと、
　出力パラメータの測定値を前記角度心弾動信号の前記振幅変動から生成することと
を特徴とする請求項２４に記載の方法。
【請求項３６】
　前記角度心弾動信号についての前記心拍数について繰り返す波形パターンから前記振幅
変動を決定して、前記振幅変動が前記振幅の２以上の増加および前記振幅の２以上の減少
を含むようにする
ことを特徴とする請求項３５に記載の方法。
【請求項３７】
　前記角度心弾動信号上の前記心拍数について繰り返す大動脈の開口（ＡＯ）波形パター
ンから前記振幅変動を決定する
ことを特徴とする請求項３６に記載の方法。
【請求項３８】
　心臓の活動に関係する電磁現象を示す信号から、心拍数について繰り返す第１の波形パ
ターンを抽出することと、
　前記角度心弾動信号から、前記心拍数について繰り返す第２の波形パターンを抽出する
ことと、
　タイミングデータであって、その値が１心拍期間に属する前記第１の波形パターンの基
準点から、同じ前記心拍期間に属する前記第２の波形パターンの基準点までの期間を示し
ている、前記タイミングデータを形成することと、
　前記タイミングデータを使用して出力パラメータの測定値を生成することと
を特徴とする請求項２４に記載の方法。
【請求項３９】
　前記タイミングデータと前記心拍数を示すペーシングデータとの間の相関関係を決定す
ることと、
　前記相関関係を使用して、出力パラメータの測定値を生成することと
を特徴とする請求項３８に記載の方法。
【請求項４０】
　連続する心拍期間の間の前記タイミング値における確率的変動を決定することと、
　前記確率的変動を使用して、出力パラメータの測定値を生成することと
を特徴とする請求項３９に記載の方法。
【請求項４１】
　前記出力パラメータを使用して前記対象の異常な心臓の働きを示す信号処理手段
を特徴とする請求項３５～４０のいずれか一項に記載の方法。
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【請求項４２】
　前記心臓の異常な働きが、心房性期外収縮または心房細動に起因すること
を特徴とする請求項４１に記載の方法。
【請求項４３】
　前記センサユニットを前記対象の胴体上部の胸の部分に配置すること
を特徴とする請求項２５に記載の方法。
【請求項４４】
　前記センサユニットを前記対象の胴体上部の裏側の部分に配置すること
を特徴とする請求項２５に記載の方法。
【請求項４５】
　コンピュータによって判読可能であり、かつ心臓のモニタリングシステムにおいて請求
項２４～４４のいずれか一項に記載の方法を実行するための命令をコードする、コンピュ
ータプログラム。
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摘要(译)

一种包括角运动传感器的设备，该角运动传感器被配置为获得指示受检者胸部的旋转运动的角弹道信号。 根据角度心动描记图信
号，信号处理装置被配置为生成指示关注心脏的功能的输出参数的测量值。 [选择图]图2
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